
 
 昨年 10月 21日から 10日間にわ
たって開催された「Dialog in the 
Dark」（ダイアログ・イン・ザ・ダー
ク、以下 DID）は、日常生活のさま
ざまな環境を織り込んだまっくらな

空間を視覚以外の感覚を使って体験

する新しいスタイルの展覧会。 
参加者の方々を暗闇の世界に案内

する「アテンド」として、目の不自由

な方がこのイベントにスタッフとし

て参加しました。 
バリアフリー通信号外では、アテ

ンドの方々の声を中心に DIDを振り
返ります。 

 
まず東京在住のミュージシャンで、

神戸、東京などで行われた DIDに参
加し、今回のアテンド指導をしていた

だいた松村道生さんのお話です。 
 
 
目を開いてもらうために 

松村道生 
 DID でアテンドするときには、こ
ちら側では特定の趣旨を用意したり

はしません。DID を体験された方々
が、それぞれに感じたままに感じて帰

っていただければと思っています。開

催する側（やアテンドする側）が特定

の趣旨や希望を持った時点で、参加者

はどうしてもそのように誘導された

体験をするわけで、感想も主催者側の

意図を出にくくなるのではと思うの

です。 
 最初にアテンドの方にお会いする

とほぼ必ずといっていいほど、DID
を障害者理解のためのイベントだと

思っている方がいます。そして、自分

ではそうと気づかなくても「私たちの

ことをわかってぇ」という潜在的な思

いが出てしまっている方もいます。 
 アテンド役の方々に研修をしたと

きには、このようなことをお話しした

上で「特定の意見や希望や趣旨や目的

を持たないでください。でないと、参

加者が抱く感想が、僕たちが定義した

趣旨を出られなくなります。趣旨はあ 
 
くまで『暗闇を体験する』ことだけで 
す。特に障害者理解にはならないよう

にしてください。」ということをお話

ししました。 
 このイベントには「DIALOG」とい
う言葉が含まれているので、イベント

を体験した後に（あるいは体験しなが

ら）、何らかの対話が行われればいい

なぁ、と思っています。コース終了後

の「薄明かりの部屋」で、前回までな

ら、みんなで意見を交換するのが対話

だと思っていましたが、画用紙に向か

い無心に絵を描く人たち（が今回多か

った）を見ていて、「あっ、これも自

分自身との『対話』なんだなぁ」と気

づきました。このような、他人や自分

自身との対話の中で、みんなが何かを

感じたり見つけたりできるのが DID
なんでしょうね。 
 DID を体験された方が、毎日の生
活の中には、視覚以外にもさまざまな

感覚や情報があふれているんだとい

うことに、ほんの少しでも気づいてい

ただければと思って、私はアテンドを

しています。目を閉じてみれば、見え

ないものが見えるはずです。 
 
 

 

出会いに感謝 
―アテンドの皆さんの言葉― 

 
伊敷政英さん 松村に誘われて7月
頃から（DID について）話をさせて
もらっていましたが、実際 10日間や
ってみると、もう終わりなのかと寂し

い感じがちょっとしましたね。お客さ

んともそうですし、アテンドの方とか

スタッフ、ボランティア、アルバイト

の方、それからメディアテークの職員

の方々とかいろんな出会いがあって、

僕自身すごい楽しかったです。 
 
梶原正晴さん この話を聞いたと
きほんとに面白いイベントだなあと

感じて応募したんですけれども、やっ 
 
ぱりいざやってみるとなかなか…な 
んといいますかね、緊張して思うよう 
にいかなかったっていうか…失敗も

あったように思います。 
 スタッフが皆さん若い方で…いろ

んな出会いがあってとても有意義な

期間だったと思います。どうもありが

とうございました。 
 
菊地理一郎さん とても楽しく… 
ガイドをするのもバーテンをするの

も（注）とても楽しくやることができ

ました。いろんな方と出会えたのも楽

しかったし、その中でいろんなことを

言ってくれる人がたくさんいたので

参考になる部分も多くありました。 
(注)アテンドには参加者を案内するガイド役
と、バーの部屋で飲み物をサービスするバーテ

ン役がある。 
 
白石真美さん （アテンドをやらな
いかと）声をかけてもらってありがた

かったなと思います。正直いってこの

企画がなかったら、私、まだひとりで

歩いてたかどうかわからなかった…。

だから自分にとってもいい機会で、ひ

とりで歩くきっかけになりました。 
若い方のエネルギーといいますか

価値観、自分の知っている障害者の方

ばかりじゃなくて、松村さんとか松川

さんとか、全盲でありながらあそこま

でできるっていうすばらしさに触れ

て、自分ももっとやっていかなきゃい

けないなって思いました。皆さんに感

謝しています。 
 
鈴木清子さん こういう機会をい
ただいてとてもうれしかったです。始

まるまでとっても楽しみでした。始ま

ってからは 1 回ごとに感想の部屋で
いろんなことを伺って、次に工夫して

いくっていうのが勉強にもなったし

楽しかったし、それにまた反応が来る

とうれしいんですよね。1回ごとにど
んどんどんどん内容が変わっていっ

たことに満足しています。人に向かっ

てお話をするのは苦手だったし、あま

りそういう機会もありませんでした

けれど、ほんとに楽しくって、だんだ

ん自然のままにできるようになった

かなっていう気がしております。 
 
谷口みつはるさん 若干不満な点
を最初に言わせてもらえれば、音が迫

力に欠けたんじゃないかなあと・・・。

今後もしこういう企画があったら、も

うちょっと聴覚を使うことに力をい

れて欲しいというのが希望です。 
 皆さんの控室でのお話から、同じ視

覚障害者であってもいろいろなもの
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の見方、角度があり、勉強にもなりま

した。 
 思ったより参加者が多く、私たちも

やっててよかったと思ってます。 
 
松川恵理子さん 一番意外だった
ことは、参加者の人たちがいろんなも

のをいかに目で理解しているかとい

うことです。それからそれにイコール

という形になるんでしょうけど、我々

が目じゃないものでいろんなものを

把握しているということを、参加者の

方たちが感じていかれたようだった

というのが、私にとっては新鮮な驚き

であり、そしてまた喜びでもあったよ

うに思います。 
 ここの皆さんとの出会いというの

がすごく大きくて、普段なかなか出会

う機会がない皆さんと出会えて、こう

いう変わった疑似体験型展示という

イベントをさせていただいたことは

私にとっても勉強になりましたし、い

ろんな意味で栄養になったと思いま

す。 
 

この他に、大瀧マリさん（残念なが

ら体調を崩され研修会のみの参加）、

岸田まさこさん（東京から参加）、小

林さおりさん（筑波から参加）、松川

瑠璃子さんが加わりました。 
 

暗闇…対話 
―参加者アンケートより― 

 
初めは目が見えないことの疑似体験

的なものと思っていましたが、それは

全く違うもので、「見えない」という

よりはむしろ「感じる」ものでした。 
（男性） 

印象的だったのは、相手とのコミュニ

ケーションに声や触覚を使わずには

いられなくなり、自分がいつもよりず

っとオープンでいることに気づいた

こと。 
（女性） 

慣れてくるにつれ（これは今考えると

「視覚がないことの慣れ」だけでなく

「一緒に歩いている方々との慣れ」も

あったように思う）、その場がどんな

様子になっているのかの想像ができ

るようになってくる過程（「見える」

という感じでなく「なんとなくわか

る」という不思議な感じ）が面白かっ

た。人の声や手がこんなに優しくて安

心感のあるものなのかと思った。 
（女性） 

暗闇の優しいところ、楽しいところを

経験できる。暗闇の恐怖をいまだに知

らずにいる自分はずるいと思った。 

（男性） 
目に見えることによって先に感じて

しまうマイナスの感情（高い<高いと
ころがコワイので>とかキタナイと
か）を、自由な想像で、自分の都合の

いいように作り上げることができる

のは、とても気持ちがよい。 
（女性） 

「ダイアログ」…とてもイイ言葉だと

思います。「暗闇」という空間を通し

て、モノや人との「対話」が生まれる、

ということが何よりもうれしく思い

ました。 
（女性） 

 

DIDを終えて 
―smt職員から― 

 
学芸員 薄井真矢 

毎回毎回同じ場所、同じ流れで

DID を行ったにも関わらず、年齢や
立場の違う参加者の組み合わせ（によ

っておこる会話の広がり）や、アテン

ドの演出により、100 回の上演はそ
れぞれ異なる内容となりました。アテ

ンドの方は本職が司会業のプロとい

うわけでなく（一人だけプロがいまし

た）、演劇を学んでいるわけでもない

のに、演劇的表現が豊かで、話しもう

まく、個人個人が独自の世界を展示室

内につくりあげていました。参加者は、

五感を使い、またアテンドの言葉を非

常に頼りに聞いてその場の状況を判

断しますが、それを逆手にアテンドは、

参加者を楽しませるための（実は「騙

す」ための）しかけ―例えば、そこに

ないものもまるで存在するかのよう

に表現するというようなこと―を考

えているのです。中に何があるか知っ

ている私でも、臨場感溢れるその舞台

には時たま騙されそうになるほど。こ

れら毎回の工夫は企画者側の楽しみ

でした。 
 
 
バリアフリー担当 松岡忠志 
 暗闇の体験。スタッフ、参加者が

様々な形でふれあう展覧会。スタッフ

の中でも、参加者の案内役をするアテ

ンドの方（目の不自由なみなさん）は

事業の重要な役割を担います。 
 展覧会初日、アテンド控室には自分

の役割を果たそうとする意気ごみが

あります。1時間の案内役が終わると
「ほっとする人」、「自信を失いかける

人」がいました。アテンド同士、スタ

ッフの中に自然に励ましなどの言葉

が出てきて、控室に一体感が生まれ、

10日間の全日程が終わると、誰かれ

なく「お疲れ」と声をかけ合う姿があ

りました。 
「最後の方は参加者を楽しませる

のではなく、一緒に楽しむことができ

た」、「参加者からいろんなことを教わ

った」と、人とのふれあいの満足感が

疲労感をふきとばしていました。 
 主催者側としては、サポート体制が

不十分だったため、アテンドの方にか

なりの負担をかけてしまったことの

責任を痛感しています。 
 
 
アテンド・ダイアリー 

9月 1日 
  ▲第 1回 DIDボランティア・ア

テンド企画・打ち合せ 
  ▲参加者一般公募開始 
9月 8日 
  ▲第 2回 DIDボランティア・ア

テンド企画・打ち合せ 
10月 19日・20日 
  ▲アテンド研修会 
  ▲ハイネッケ博士（DID提唱者）

来館 
10月 21日 
  ▲DID初日 
10月 25日 
  ▲休館日 
10月 31日 
  ▲DID最終日 


